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部一胡体制の軌跡
78. 12. 18 CT111 lりJ 3仁ト哨；会、iほ代！じ

～22 �J.＼，没をLi�大I:i 'I鍬l:?il �＇�1！に決

Jどo f司$f*fHIJfi'(il立。
80. 2 . 23 第11期5中総会、中央直

～29 3己同復活、胡路邦氏を総

：－；｝］記に選出o
11 . 20 林彪・4人組裁判開始

81. 6.27 t.T5llfVJ6中総会o f慰問
～29 以来の党の松干の際史11n

！国に閲する決；i混JをJ刻尺
して、文理iを金問否定0
:i'f!l凶錨党主，，.，�が自lj主防に
降格、胡氏が主席就任。

82. 9 . 1 第12回党大会。主席制を

～11 廃止、胡主席が総雷記に

就任。中央顧問委新設、
郵氏主任。

11. 26～ 詳j 5則j全人代ro 5回会

12. 10 議。新j滋法探限、人民公
祉をm車体の方針。

83. 11～12ブルジョアザj州1泌総批判j

キャンペーン。
84. 4 .30 大述、天津、広州など沿

海14都市の対外開 放 決
1.Eo 

10.20 trJ12ttJJ3中総会、 「経済

休日jljの改市に｜刻する決
定jを探収、山村改i'j'.iに
紛き、/JI�'i I j illl ;• i’i木附化へo

85. 7 部力群氏を泊中央宣伝部：

長から解任、 後任に胡人
脈の朱陪沢氏。

9. 16 第12期4中総会、全国代

～24 表会議、 51中総会開幕。

葉剣英氏ら10人の高齢政

治局員が引退、削啓立、

田紀三塁、呉学；部氏ら6人
が政治局入り。中央委員
も若返り。

86.3～4 「百花斉放、百家争鳴」

をスローガンに、文芸・
学術の自由化を容認。

9.28第12期6中総会。 「社会

主義的伸文明組設に関す
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の
川、
保
守
派
の
仰向木・
政治

日μ 、
m
hμ川・
中
央巾いい
心川
川一

一叫
が
郎氏
引山一
に以対
し、
部
氏

も
引川出を
ポ必
し
なか
っ

た。
郷

小ポ
氏
の
引辺
は自
らの
ポス
ト

mm
任
につ
なが
ると
の政
治
的判

断
を 、
保
守
派の
川氏

がし
た
た

め
と江われ
る。

こ
の川
以か
ら、

部小平氏
に

よ
ろ削
間
川
総川心
の迎
い
併と

し工
作が
始
ま
り、今問
の
川氏

昨任で一
応
の
決れがつ
いたり

た
だ、
対
外
開放と

改市を
糊

に
中
凶
の
近
代
犯
を
進
め
て
来た

こ
れ
ま
で
の
m
小
平
休
制
は、
政

治
と

wMg佐
川引当
する削
畑
山川氏

と
絡消、
間務
院（
政府〉
を
相

当
す
る泊
紫
似
首
相
が
闘
の
川愉

【
北
京土ハ臼H
松永
特派【貝】
北
以の
中
尚一山
の
拠で、
すさ
求じい
氏一ぐの
れ
力闘争が、
約一
川小平に
わたっ
て展
開されて

いたり
十六
け対ぶ
された
削問

符総代川一一日山
の市
民上
の
解任は、
プル
ジ
デ
的
白山化の
はん
らん 、
中
川デ
モ
の結
果で
は
な

く 、
μ
い
附川
（
く
ら
や
み）
の
中
の
別
加
に一
脈
の
犯
を
当
て
た
も
の
に
すざ
な
かっ
た。

安

定

に

、

体

制

内

均

～

ー！と
非慨
した
とい
う。

．m山
氏は

、削
氏

の
総明日記
舛

wmに
似
し、
削氏に
協
力
した
人

物だU
それ
だ
けに

、主
氏は、

政

治川UM
任で
胡
氏に
反
感
を

川氏は 、
山総
川心
と
して
、

党指羽川の
代以
りの
た
め、
長

老作んけJの

引以な山川め
た。
その

紡川、
川川させ
られた
μ老た

うつ4
5ra川河
J」0

4tvItυ’J’JJプ，ト引HFνJ’’

その
河川は 、
一
九八五年九

月の
兆九れ
川代
以内会議だっ

とo
qコ
出，三さつ出
寸J
こ、

E

＋れ
F／JJuyr乙
；
幻L
L
ヨ

う見るーヲ’

ιー識者は
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

中国のJ白狩休；IilJを恨本から揺るがす今回の
、政変、は、fiUをきっかけに起きたか、c(:iLHIの

内政、対外政策にどんな影響を与えるだろうか。

中国問題にくわしい織者に聞いてみた。

／＼、．

ωいた
と
芯わ
れ
る。
削
総点
以山

の
勾指湖
の
州問、
引退
させ
ら

れた
以老
らの
不
満が、
つ
のっ

て
いた
と
言えよ
う。

さ
ら
に、
問
氏
は、
昨
年
九月

の如士一

問中央委員会
加六回

総会で
、

郡
小平・
中央
白州市
愛

午一川

北児中央

闘問委主任
の
引

退
を
迫っ
た
と
伝
え
られ
る。
こ

．．．．．．．．．．．．．．．． 

． 

だった。
郎氏自
内野も「一一
人が

天を
支えて
い
る。
二
人
が
いれ

ば、
天が沼
ち
るよ
うなこ
と
は

な
い」

と 、

朗 、

越
両
氏
へ
の
信

制を踊っ
た
こ
とが
あ
る。

その一
本
の
住で
あ
る胡耀
邦

氏
を欠いたH
新
郡山小
平体
制H

は、

これま
で
以
上
に、
限
設・

党中央政治同
常

務委民 、

事先

念川
山掠主山、
彰
見合凶

人民代

京

大会制紙
袋
員長 、
削白
木
政

治附目、
部
力群許認
ら
保守
派

と
の協力
関係を市視しなけれ

ば

ならなくな
るだろ
う。
深
加

（広
山行）

の「
絡

的特区」
に

つ
いて
、そ

の成県
を日
く評
価

す
る部氏と
出判的
な隙議氏ら

の
判断に巡い
があ
る。

一
九八一二l
八四年に
行
われ

た
「
納神
汚染
反対キャ
ンペ
ー

ン」
につ
いて、援
呉氏
は鼠
近 、

「
ブル
ジョ
ア自由化
反
対と
籾

神
汚染
反対
とは
同
ご
と
精神

汚染
反対
キャ
ンペー
ン
を再開

す
る思
向
を
見せて
い
る。
前回

の問キャ
ンペ
ーン
は、

股民の

不安を
呼
び起こ
し、
出
業改泌

が問書
された
た
め 、
組首
相、

万
盟副
凶栂
ら経済改竹中
派
の
反

対で
中
止さ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に、
新郡
小平
体
制

は 、
休
制
内
に
複維
な対立
を内

包
して
い

ると言えよ
う。
郡小

平
氏は、
こ
れ
まで
以上に
難し

いバ
ラン
ス
取
杓添
必援に
なっ

たと
きえそ－
去、
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内竹山中
はす
でに
村m位
に
まで
及

ものだ
と
忠っ。
党内
にどれだ

ん
でおり 、
改革派
の大間
同法
け
の甘倒
的
が
あ
るのか
疑問
だ。

といっ
た
保
守
派

の
巻
き
返
し、
胡
氏
ら共
店主
義同年
団出
身
の

は 、
以
本
的
に
考え
ら
れ
ず、
対
赤
いエ
リ
ー
ト
た
ち
は
強い
力
を

外政
策に
も大
きな
変他
は
な
い
持っ
て
いた

はずなの
に、
それ

と
川崎フ」

に
も

姥問符
が
つ
い
た。
今
後、

李

鵬削円相
らが
浮
上
する
可能

グ除

去
占
明
、 －J
与
三
Iap
？
1二

陀もあ
る。
こ
れで経済改
革
は

劃

付

申
σ－
一

方

原

語
仁
ヨ

ブレー
キ
がかか
るだ
ろ
ミ

感じ
だ

。

今
聞の辞
任
劇
も、
胡
政
治
改泊、
近代化
け還の
いた

間
邦氏
をス
ケl
プゴ！
ト
に
す
感
じだ。
い
ずれ
に
しても、
改

るこ
とで、
郷小平主任
が
必
死
革

派を大
い
に激励
してきた
日

に
郎
休
制
を
守
ろ
うと
し
たも
本
を
は
じめ、
アメ
リカ、
西側

の。
保
守一山と
しても、
部退
陣

論閣
にとっ
て
はショ
ッ
クで
あ

まで
求めると
現体
制が
崩桜
す
り、一
方、
陳

雲氏ら保守派
が

るか
ら出
米な
かっ
た。
趨
紫陽
パ
イプ
と
なっ
て
来た
ソ連
にと

パ似
の
総乃記
代理
は魁
定的
な
っ
て
は忠
ま
し
いといえる
」

政

治

改

革
に

警

戒

的

加々
美
光行
アジ
ア経
済研
究

所主
任研
究
員「
いわ

ゆる上か

らの料開
休

制改革
は、
昨
年
九

月ご
ろ
まで、

順調
に
進んで
い

た

L」与え
られ
る。
こ
の
改革
方

式
は 、

企
業 、

行
政
組
織
と
い
っ

た
い
わ
ば
閉
位
主
義で
行わ
れ、

下か
らの
改泊
も岐
収し
ながら

准
φりれて
きた。
しか
し
、

政

治
川の
取山
とな
ると
二」
戸レ

た削似主
説を

収町払う

必裂が

あ
る

。こ
の
政
治

改革
につ
い
て、

泊料山下
派、
と
く
に郡
小平
氏
は
警

成的で、
と
り
わけ下
か
らの
改

引
を怖
く主
促
して
いた
方
励之

．
中
川科学
技
術大
副学
長
らの

符引
が、
凶の
上のコ
ブに
なっ

て
きた
ので
は。
昨
年来か
ら組

きた
学公
デ
モ
が、
民
主
他
を
求

め
て
予
想
以上
の
広
が
り
が
出
て

きた
た
め、
部
主任
は今
mの
削

総

川沿切り
附いて
に
踏
み
切
っ

た

とい
え
る。
しかし

、上
か
らの

中島嶺
雄東
京外国
語大
学
教

担「郡
小平
休
川内
部の
矛円
が

似日
したもの
だ
と
思
う。
終
例

改市

もうまく
いっ
て
い
る4
2り

はい
い
が 、
昨
年 、
保守
派
か
ら

の
批
判
が
日
まっ
た
よ
う
に、
ぬ

近
で
は
あち
こ
ち
に
ひ
ず
み
が
出

て
い
た。
学生
デ
モ
も 、
や
は
り

深刻伯した路線闘争を反映し

たものだろう。
民初は改川ぃ派

が
あ
おっ
て
い
た
フ
シ
も
あ
る

が、
その｝

2り民主他
製求
な
ど、

山中
似

たちが凶
引
の
盟
求を
削
げ

灼
め 、J
収
拾がつ
か
なく
なっ
た

保

革

共

存H

体

制

続
く

改部
に

は人間の
強制
変部
を
必

嬰と
す
るス
ジ
誠

と託会主
坊の

際
則
を
どこで
調和さ
せるか
と

徳回数
之筑波大
教
短「
昨
年

の
中川
川内の体
制改川市
治認
を

検川すると 、
政
治・
経
済体
制
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